
第３次島田市男女共同参画行動計画（令和元～５年度）実施計画書

基本情報（計画での位置づけ）
区分 Ⅱ

基本的施策 5

事業シート（事業番号　）

項目 32

内容

事業 43 健康づくり課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標 子宮頸がん 乳がん 前立腺がん 子宮頸がん 乳がん 前立腺がん 子宮頸がん 乳がん 前立腺がん 子宮頸がん 乳がん 前立腺がん 子宮頸がん 乳がん 前立腺がん

計画
（年度ごとの目標

等）
40 45 30 40 45 30 40 45 30 40 45 30 40 45 30

実績（値） 32.1 38.5 27.3 32.4 38 26.3 30.9 37.5 26.6 31.6 38.8 26.9

達成率 80.3 85.6 91.0 81.0 84.4 87.7 77.3 83.3 88.7 79.0 86.2 89.7

A A A A A A B+ A A B+ A A

85.6 84.4 83.1 85.0

事業シート（事業番号　）

項目 33

内容

事業 44 健康づくり課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標 健康の日
健康相談

依頼の
健康相談

食生活相談
健康の日
健康相談

依頼の
健康相談

食生活相談
健康相談

依頼の
健康相談

食生活相談
健康相談

依頼の
健康相談

食生活相談
健康相談

依頼の
健康相談

食生活相談

計画
（年度ごとの目標

等）
150 1000 74 150 1000 74 150 1000 74 150 1000 74 150 1000 74

実績（値） 153 945 164 70 95 76 110 0 75 118 230 79

達成率 102.0 94.5 221.6 46.7 9.5 102.7 73.3 0.0 101.4 78.7 23.0 106.8

A A A B C A B+ C A B+ B- A

139.4 53.0 58.2 69.5

担当課
生活習慣など健康に関する各種相談を実施し、健康支援を行う。

男女の健康相談体制の充実

実績から見た評価理由

各がん検診受
診率

胃がん13.0％
（男14.7％、女
12.0％）、大腸
がん30.8％（男
29.5％、女
31.7％）、肺が
ん30.6％（男
29.2％、女
31.6％）、乳が
ん38.0％（女の

み）、
子宮頸がん
32.4％（女の
み）、前立腺が
ん27.3％（男の

み）

子宮頸がん検
診受診率40％
乳がん検診受
診率45％　前立
腺がん検診受
診率30％

評価

コロナ禍でありながらも、10月に子宮、乳がん検診の勧奨はがきを送付したり、令和４年度から総合がん検診でレディース検診を設けたことにより、婦人科検診の受診率がほぼ維持できた。

安全・安心な暮らしの実現

生涯を通じた男女の健康支援

性別、年齢に応じた各種検診等の推進

目標達成のため
の取組

担当課
性別、年齢に応じた各種がん検診等を実施し、健康支援を行う。

がん検診事業

年度単位評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022） 令和5年度（2023）

託児実施日を設けたり、国庫補助事業を活用
し、受診勧奨を積極的に行い、受診者数の向
上に取り組む。

男女の健康相談体制の充実

目標達成のため
の取組

各年齢層に応じた相談を実施する。
食生活相談、健康相談の実施

A A A A

5か年の総合評価
※評価の平均

令和5年度（2023）

年度単位評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

健康の日健康
相談15回294

人
依頼の健康相
談27回1810人
食生活相談
24回74人

健康相談（健康
の日健康相談・
依頼の健康相
談の合計）1150

人
食生活相談74

人

A B B B+

実績から見た評価理由

評価

5か年の総合評価
※評価の平均

　健康づくり及び健康増進に直結する食生活の市民の関心は強く、食生活相談窓口や事業の幅広い周知によって相談者が多くあった。
新型コロナの影響でストップしていた地域活動も令和４年度は、再開し始め、地域等から健康相談の依頼もあった。健康の日健康相談の件数は前年度より増加している。



事業シート（事業番号　）

項目 34

内容

事業 45 健康づくり課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標
フレッシュ
パパママ教
室参加率

離乳食講習
会参加人数

フレッシュ
パパママ教
室参加率

離乳食講習
会参加人数

フレッシュ
パパママ教
室参加率

離乳食講習
会参加人数

フレッシュ
パパママ教
室参加率

離乳食講習
会参加人数

フレッシュ
パパママ教
室参加率

離乳食講習
会参加人数

計画
（年度ごとの目標

等）
40 240 40 240 40 240 40 240 40 240

実績（値） 50.7 250 39.5 158 24 202 27.4 254

達成率 126.8 104.2 98.8 65.8 60.0 84.2 68.5 105.8

A A A B+ B+ A B+ A

115.5 82.3 72.1 87.2

事業シート（事業番号　）

項目 34

内容

事業 46 健康づくり課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ①

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標
子育て世代
包括支援セ
ンターの相談

件数

予約制乳幼
児相談・運
動発達相談
件数

子育て世代包
括支援セン
ター相談件数

予約制乳幼
児相談・運
動発達相談
件数

子育て世代
包括支援セ
ンターの相談

件数

予約制乳幼
児相談・運
動発達相談
件数

子育て世代包
括支援セン
ター相談件数

予約制乳幼
児相談・運
動発達相談
件数

子育て世代包
括支援セン
ター相談件数

予約制乳幼
児相談・運
動発達相談
件数

計画
（年度ごとの目標

等）
500 480 950 480 1000 360 1050 480 1050 360

実績（値） 905 312 1554 237 939 242 1041 340

達成率 181.0 65.0 163.6 49.4 93.9 67.2 99.1 70.8

A B+ A B A B+ A B+

123.0 106.5 80.6 85.0

出産に関わる講座や相談の実施

目標達成のため
の取組

フレッシュ！パパママ教室、離乳食講習会の
実施、周知、利用促進。

担当課
妊娠・出産に関する講座等を実施し、健康支援を行う。

妊産婦や乳幼児を持つ親を対象とした講座の開催

令和5年度（2023）

年度単位評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

フレッシュパパ
ママ教室参加
率（妊婦）
39.9％

離乳食講習会
参加人数２４０

人

フレッシュパパ
ママ教室参加率

40％
離乳食講習会
参加者数
240人

A A B+ A

乳幼児相談件
数
473件

子育て世代包
括支援セン
ターの相談件

数
360件

実績から見た評価理由

出産に関わる講座や相談の実施

目標達成のため
の取組

子育て世代包括センター、乳幼児相談事業
等、相談窓口の周知、利用促進

担当課

妊娠・出産に関する講座等を実施し、健康支援を行う。

妊産婦や乳幼児を持つ親を対象とした相談の実施

評価

5か年の総合評価
※評価の平均

離乳食講習会は、概ね4か月児を対象に実施している。母親を中心に保護者の離乳食への関心は強く、支援に役立っている。令和4年度の後半から両親揃っての参加が多くなっている。
フレッシュパパママ教室は、初産婦とその夫を対象とした教室である。令和２年度からは、コロナ禍ということもあり１回の定員を少なくして実施。医療機関での教室がオンライン等での開催と変

更されているためか、参加希望者は定員を超えることもある。

令和5年度（2023）

積み上げ評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

乳幼児相談件
数
480件

子育て世代包括
支援センターの
相談件数
1050件

5か年の総合評価
※最終年度数値の目標達

成率

A A A A

実績から見た評価理由

島田市版ネウボラを開始したことで相談件数は伸びていると考えられる。令和元年度からは集計方法を変更したため、大幅に増加した。令和２年度はコロナ禍ということもあり、相談件数が増
加したと考えられる。令和３年度から相談件数は減少傾向にあるが、令和３年度末からは、オンラインでの相談も可能となり相談しやすい体制を整備している。

予約制乳幼児相談は、令和２年度、３年度はコロナ禍で相談件数が減っていたが、令和４年度は、感染者数が減少してきたため、市民が来所しやすい環境になり相談件数が増加したと考えら
れる。

評価



事業シート（事業番号　）

項目 35

内容

事業 47 健康づくり課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標
不妊治療相
談数(件)

一般不妊治
療費助成数

(件)

特定不妊治
療費助成数

(件)

不妊治療相
談数(件)

一般不妊治
療費助成数

(件)

特定不妊治
療費助成数

(件)

不妊治療相
談数(件)

一般不妊治
療費助成数

(件)

特定不妊治
療費助成数

(件)

不妊治療相
談数(件)

一般不妊治
療費助成数

(件)

特定不妊治
療費助成数

(件)

不妊治療相
談数(件)

一般不妊治
療費助成数

(件)

特定不妊治
療費助成数

(件)

計画
（年度ごとの目標

等）
50 25 130 50 25 130 50 25 130 50 25 130 50 25 130

実績（値） 38 35 113 21 24 138 18 25 170 0 4 121

達成率 76.0 140.0 86.9 42.0 96.0 106.2 36.0 100.0 130.8 0.0 16.0 93.1

B+ A A B A A B- A A C C A

101.0 81.4 88.9 36.4

事業シート（事業番号　）

項目 36

内容

事業 48 健康づくり課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ①

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標 養成者数 養成者数 養成者数 養成者数 養成者数

現状値
（2018）～
目標年

（2023）伸び
率

計画
（年度ごとの目標

等）
885 913 942 971 1000 143

実績（値） 877 916 1120 1251 -857

達成率 99.1 100.3 118.9 128.8 -599.3

A A A A #N/A

99.1 100.3 118.9 128.8

令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

不妊治療に関する支援

目標達成のため
の取組

広報やホームページにより周知する。

担当課
不妊治療の相談、助成事業を実施する。

不妊治療相談事業
特定不妊治療費助成事業

令和5年度（2023）

年度単位評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020）

5か年の総合評価
※最終年度数値の目標達

成率

実績から見た評価理由

令和4年度の目標は養成者数971人（H23から累計）に対し、実績：1251人（H23から累計）と目標値を達成した。

A A A A

評価

857 1000

令和5年度（2023）

積み上げ評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

ゲートキー
パー養成者数

（人）
※平成23年度
からの累計

ゲートキーパー
養成者数（人）
※平成23年度
からの累計

不妊治療相談
数　58件

一般不妊治療
費助成数　40

件
特定不妊治療
費助成数　135

件

不妊治療相談
数　50件

一般不妊治療
費助成数　25件
特定不妊治療
費助成数　130

件

実績から見た評価理由

男女の心の健康支援

目標達成のため
の取組

市民に対し、ゲートキーパーの役割を普及す
るとともに、相談窓口一覧のリーフレットを作
成し、周知を図る。

担当課
心の健康問題に対する理解を深めるため啓発活動を行うとともに、４男性・女性それぞれ

の相談・支援体制の充実に努める。

地域自殺対策緊急強化事業

評価

A A A B-

5か年の総合評価
※評価の平均

　令和4年4月１日から、一般不妊治療(人工授精)及び特定不妊治療(体外受精・顕微授精)は保険適用となったため、この助成事業は廃止した。年度を跨いで行った治療(保険適用外のもの)に
ついては、経過措置として助成している。令和４年度の相談件数はなかった。治療時に医療機関へ直接相談したり、この制度が浸透していることが要因に挙げられる。



事業シート（事業番号　）

項目 37

内容

事業 49 スポーツ振興課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②

平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）

指標
スポーツ教
室開催数
（回）

スポーツ教
室参加者数
（人）

ママさん教
室開催数
（回）

スポーツ教
室開催数
（回）

スポーツ教
室参加者数
（人）

ママさん教
室開催数
（回）

スポーツ教
室開催数
（回）

スポーツ教
室参加者数
（人）

ママさん教
室開催数
（回）

スポーツ教
室開催数
（回）

スポーツ教
室参加者数
（人）

ママさん教
室開催数
（回）

スポーツ教
室開催数
（回）

スポーツ教
室参加者数
（人）

ママさん教
室開催数
（回）

計画
（年度ごとの目標

等）
70 1350 10 70 1350 10 70 1350 10 70 1350 10 70 1350 10

実績（値） 70 1034 10 35 368 0 42 481 8 68 890 10

達成率 100.0 76.6 100.0 50.0 27.3 0.0 60.0 35.6 80.0 97.1 65.9 100.0

A B+ A B B- C B+ B- A A B+ A

92.2 25.8 58.5 87.7

事業シート（事業番号　）

項目 38

内容

事業 50 学校教育課

　■実績（値）・年度ごとの評価

評価モデル ②
平成30年度
（2018）

※現状（値）

令和5年度
（2023）

※目標（値）
指標 実施率 実施率 実施率 実施率 実施率

計画
（年度ごとの目標

等）
100% 100% 100% 100% 100%

実績（値） 100% 100% 100% 100%

達成率 100.0 100.0 100.0 100.0

A A A A

100.0 100.0 100.0 100.0

スポーツ活動の促進

目標達成のため
の取組

誰もが取り組みやすいニュースポーツ教室を
開催する。
また、子育て中のお母さんも参加できるよう
に、託児付の「ママさん教室」を開催する。

担当課
誰でも参加しやすいスポーツ講座などを開催し、スポーツに親しむことが出来る環境づくり

を推進する。

スポーツ教室

評価
A B- B A

5か年の総合評価
※評価の平均

令和5年度（2023）

年度単位評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

スポーツ教室
（ママさん教室
含む）開催数

70回

スポーツ教室
（ママさん教室
含む）参加者
数　1,178人

ママさん教室
開催数　8回

実績から見た評価理由

教育現場における性に関する教育・学習機会の充実

目標達成のため
の取組

子どもの実態に合った年間指導計画を作成
し、青少年を取り巻く社会の情勢や話題を積
極的に取り入れた授業を行う。

担当課
「自他の尊重を基本とした性教育」を各学年において実施する。

性に関する授業の実施

評価
A A A A

ママさん教室については、夜間の教室に加え、午前中開催の体験教室を実施した。

5か年の総合評価
※評価の平均

令和5年度（2023）

年度単位評価

令和元年度（2019） 令和2年度（2020） 令和3年度（2021） 令和4年度（2022）

実績から見た評価理由

市内全中学校で毎年100%実施している。

スポーツ教室
（ママさん教室
含む）開催数

70回

スポーツ教室
（ママさん教室
含む）参加者数

1,350人

ママさん教室開
催数　10回

市内中学校で
実施率100%

市内中学校で実
施率100%


